
は
じ
め
に

　

白
梅
学
園
は
、
そ
の
前
身
東
京
家
庭
学
園
か
ら
数
え
七
十
年
に
な

ろ
う
と
す
る
歴
史
が
あ
る
。
そ
こ
に
関
わ
り
足
跡
を
残
し
た
先
人
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
主
導
的
な
活
躍
を
し
た
り
、
先
駆
的
な
役

割
を
果
た
し
た
人
物
が
多
く
い
る
。

　

わ
が
国
初
の
女
性
検
事
と
い
う
経
歴
、
集
英
社
版「
女
た
ち
の
20

世
紀
・
1
0
0
人
―
姉
妹
た
ち
よ
」に
選
ば
れ
た
り
、
九
十
二
年
の

生
涯
を
お
え
る
ま
で
現
役
弁
護
士
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
で
も

つ
と
に
知
ら
れ
る
門
上
千
恵
子
も
そ
ん
な
一
人
だ
っ
た
。

　

そ
の
千
恵
子
と
白
梅
学
園
の
関
わ
り
は
戦
時
中
ま
で
遡
る
こ
と
が

出
来
、
以
来
終
生
に
わ
た
り
絶
え
る
こ
と
な
く
、
夫
君
の
門
上
秀
叡

と
共
に
、
学
園
の
発
展
に
愛
情
を
注
ぎ
、
温
か
い
ま
な
ざ
し
で
学
生
・

生
徒
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
役
職
や
責
務
を
超
え
た
も
の
と
い
っ
て
よ

い
。
千
恵
子
自
身
の
人
間
性
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
だ
が
、「
何

か
不
思
議
な
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
た
」と
い
う
人
間
関
係
も
あ

っ
た
。

白
梅
学
園
の
先
駆
者
た
ち
⑲

白
梅
学
園
高
等
学
校 

校
長

白
梅
学
園
清
修
中
学
校 

校
長
　
樋
口 

秋
夫

門
上 

千
恵
子

―
女
性
法
律
家
の
パ
イ
オ
ニ
ア
―
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今
回
、
こ
の
小
文
は
、
千
恵
子
の
女
性
と
し
て
先
駆
的
な
生
き
方

の
原
点
を
辿
る
こ
と
、
ま
た
白
梅
学
園
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
記
し

た
い
と
考
え
た
。
そ
れ
は
、
学
園
関
係
者
た
る
筆
者
の
、
門
上
ご
夫

妻
に
対
す
る
限
り
な
い
感
謝
の
念
、
そ
し
て
記
憶
を
と
ど
め
た
い
と

い
う
発
意
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

な
お
、
文
中
の
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ふ
る
さ
と
松
前
か
ら

　

千
恵
子
は
、
一
九
一
四（
大
正
三
）年
一
二
月
八
日
、
愛
媛
県
伊
予

郡
、
現
在
の
松
前
町
で
米
屋
を
営
む
父
福
桝
繁
太
郎
、
母
モ
々
ヨ
の

間
に
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
松
前
は
瀬
戸
内
海
に
面
し
気
候
も
温

暖
で
あ
り
古
く
か
ら
海
産
物
の
加
工
で
栄
え
た
場
所
で
、「
坊
ち
ゃ

ん
」や
司
馬
遼
太
郎
の
小
説「
坂
の
上
の
雲
」で
知
ら
れ
る
四
国
最
大

の
都
会
松
山
市
の
中
心
部
か
ら
伊
予
鉄
の
電
車
で
十
五
分
ほ
ど
の
距

離
に
あ
り
、
後
背
地
と
し
て
の
役
割
を
も
つ
土
地
柄
で
あ
る
。

　

因
み
に
、松
前
は「
ま
さ
き
」と
読
み
、北
海
道
松
前
町（
ま
つ
ま
え
）

と
は
同
じ
漢
字
表
記
を
用
い
て
い
る
関
係
で
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん

で
い
る
。

　

両
親
は
、
女
子
が
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
対
し
て
大
変
理
解
が
あ

り
、
千
恵
子
も
こ
れ
に
応
え
た
。
妹
の
ア
ヤ
子
に
よ
れ
ば
、「
非
常

に
聡
明
で
優
し
い
お
姉
さ
ん
」で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

一
九
二
七
年
四
月
、
千
恵
子
は
松
山
市
の
松
山
高
等
女
学
校（
現

松
山
南
高
校
）へ
入
学
す
る
。
市
中
心
部
に
位
置
す
る
県
下
女
子
教

育
の
名
門
で
あ
る
。
こ
の
時
代
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
追
い
風
に

教
育
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、
高
等
女
学
校
へ
の
進
学
率
も
全
国
で

十
五
％
程
度
に
伸
張
し
た
と
い
う
背
景
も
あ
っ
た
。

　

一
九
三
二（
昭
和
七
）年
、
広
島
県
立
女
子
専
門
学
校
の
国
文
科
へ

進
学
す
る
。
当
時
、
四
国
に
は
ま
だ
女
子
専
門
学
校
が
な
く
、
こ
の

地
域
か
ら
上
級
学
校
に
進
学
す
る
た
め
に
は
、
県
外
に
出
る
必
要
が

あ
り
、
地
理
的
に
広
島
や
岡
山
、
九
州
が
候
補
地
と
な
る
の
が
一
般

的
で
あ
っ
た
。
女
子
専
門
学
校
は
、
旧
学
制
下
の
女
子
学
生
に
対
す

る
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
女
子
高
等
師
範
学
校
お
よ
び
専
門
学
校

令
に
よ
る
私
立
女
子
大
学
と
な
ら
び
、
最
も
上
位
の
高
等
教
育
機
関

で
あ
っ
た
が
、
高
等
女
学
校
か
ら
の
進
学
は
一
％
に
過
ぎ
な
い
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
、
女
子
が
親
元
を
離
れ
高
等
教
育
を
受
け
る
と
い
う

こ
と
が
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

―
帝
国
大
学
に
学
ぶ
―

　

一
九
三
六（
昭
和
十
一
）年
四
月
、
千
恵
子
は
九
州
帝
国
大
学
法
文

学
部
へ
の
入
学
を
果
た
す
。
女
子
の「
帝
国
大
学
」へ
の
入
学
が
世
間

の
耳
目
を
集
め
る
時
代
で
あ
っ
た
。

　

九
州
帝
国
大
学
は
、
一
九
一
一
年
に
創
設
さ
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は

福
岡
市
箱
崎
天
満
宮
の
近
く
に
あ
っ
た
。
法
文
学
部
は
、
一
九
二
四

年
に
設
置
さ
れ
、
初
代
学
部
長
は
美
濃
部
達
吉
で
あ
る
。
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そ
も
そ
も
帝
国
大
学
は
、
旧
制
高
等
学
校
卒
業
生
の
た
め
の
上
位

教
育
機
関
で
あ
っ
て
、
傍
系
と
呼
ば
れ
る
師
範
学
校
か
ら
や
女
子
の

入
学
そ
の
も
の
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、

一
九
一
三（
大
正
二
）年
、
東
北
帝
国
大
学
が
初
代
総
長
沢
柳
政
太
郎

の
英
断
に
よ
っ
て
女
子
学
生
の
受
入
を
は
じ
め
、
以
後
断
続
的
に
九

州
帝
国
大
学
、
北
海
道
帝
国
大
学
が
こ
れ
に
続
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
進
学
先
は
福
岡
か
仙
台
に
限
定
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
、
九
州
帝
国
大
学
へ
の
進
学
は
、
あ
る
意
味
で
自
然
な
成

り
行
き
で
あ
っ
た
。
国
文
科
出
身
の
彼
女
が
な
ぜ
法
律
学
科
を
志
望

し
た
深
層
は
定
か
で
な
い
。
し
か
し
、
進
学
ひ
と
つ
に
し
て
も
女
性

は
差
別
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
、
こ
の
よ
う
な
時
代
状
況
と
も
無
関
係

で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

当
時
、
法
文
学
部
に
は
五
名
の
女
子
学
生
が
在
籍
し
て
い
た
が
、

千
恵
子
は
法
律
学
科
と
し
て
唯
一
そ
し
て
は
じ
め
て
の
女
子
学
生
で

あ
っ
た
。
世
相
的
に
は
二
二
六
事
件
が
起
こ
り
、
日
中
戦
争
が
は
じ

ま
っ
た
頃
で
あ
っ
た
が
、「
静
か
な
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
自
由
に

科
目
を
選
び
、
講
義
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
」と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
の
よ
き
師
、
よ
き
友
と
の
出
会
い
は
、
以
後
の
活
動
の
財

産
と
な
っ
た
。
勉
学
は
一
所
懸
命
だ
っ
た
よ
う
で
、
政
治
学
の
講
座

で
な
か
な
か
出
な
い
優
を
取
る
た
め
に
頑
張
っ
た
こ
と
や
国
際
公
法

で
は
教
授
の
一
言
一
句
を
も
ら
さ
ず
ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
た
こ
と
な

ど
の
逸
話
も
残
っ
て
い
る
。

　

中
で
も
民
法
の
教
授
舟
橋
惇
一
と
の
出
会
い
が
、
生
涯
の
仕
事
と

し
て
法
曹
の
道
を
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
千
恵
子
が「
我
が
愛
す
る

母
校
九
州
大
学
へ
」と
題
し
寄
稿
し
た「
同
窓
会
報
」に
よ
れ
ば
、
法

文
学
部
の
階
段
教
室
で
む
さ
ぶ
る
よ
う
に
教
授
の
民
法
総
論
、
物
権

法
の
講
義
を
聞
き
ま
し
た
。
あ
る
日
教
授
は
講
義
を
終
え
て
、“
福

桝
君
”と
声
を
か
け
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。「
僕
の
講
義
が
わ
か
る
か

ね
。
研
究
室
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
と
言
っ
て
下
さ
っ
た
こ
と
が
、
私
の

生
涯
の
仕
事
、
法
曹
の
道
を
選
ぶ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
す
。」と

の
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
千
恵
子
は「
九
大
佛
教
青
年
会
」に
入
会
し
て
い
る
。

一
九
〇
七
年
に
設
立
さ
れ
た
、
仏
教
精
神
に
基
づ
く
奉
仕
活
動
を
行

う
い
わ
ば
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
的
な
団
体
で
あ
る
。
当
初
は
医
療
活
動
が

主
で
あ
っ
た
が
、
後
に「
法
律
扶
助
部
」が
開
設
さ
れ
た
。
千
恵
子
も

こ
こ
で
無
料
法
律
相
談
を
担
当
し
、地
方
巡
回
を
行
っ
た
活
動
は「
思

い
出
深
い
こ
と
で
あ
っ
た
」と
し
て
い
る
。
法
律
を
人
間
の
役
に
立

て
た
い
と
す
る
こ
の
活
動
は
、
法
律
家
門
上
千
恵
子
の
出
発
点
と
も

い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
九
州
帝
国
大
学
で
は
、
勉
学
に
奉
仕
活
動
に
と
充
実

し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
環
境
に
も
恵
ま

れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
唯
一
の
女
子
学
生
と
い
う
自
負
も
大
き
か
っ

た
と
思
う
。そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、一
九
三
七
年
に
は「
羅
馬
法
研
究
」

で
帝
国
学
士
院
か
ら
賞
を
授
か
る
栄
誉
に
も
浴
し
た
。
し
か
し
、
決
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し
て
悲
壮
感
漂
う
ガ
リ
勉
タ
イ
プ
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
時
に
は

麻
雀
大
会
に
も
顔
を
だ
し
た
り
、
試
験
で
の
好
成
績
を
祝
し
仲
間
た

ち
と
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
た
と
い
う
こ
と
も
聞
く
。

　

一
九
三
九
年（
昭
和
十
四
）三
月
、
千
恵
子
は
九
州
帝
国
大
学
を
卒

業
す
る
。時
に
二
十
五
歳
で
あ
っ
た
。前
出
の「
同
窓
会
報
」に
は
、「
九

州
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
人
間
を
愛
し
人
間
の
価
値
を
最
高
度
に

し
よ
う
と
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
理
念
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
母

校
の
先
生
方
の
講
義
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
理
念
に
基
づ
い
た
講

義
で
あ
り
ま
し
た
。
未
だ
う
ら
若
き
乙
女
で
あ
っ
た
私
の
心
の
中
に

焼
き
付
い
て
お
り
ま
す
。」と
あ
る
。

　

同
年
四
月
に
は
、
岡
山
県
に
あ
っ
た
林
野
高
等
女
学
校（
現
林

野
高
校
）に
教
諭
兼
舎
監
長
と
し
て
着
任
し
た
。
こ
こ
で
は「
英

語
」を
教
え
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
の
勤
務
は
一
年
で
あ
っ
た
。

一
九
四
〇（
昭
和
十
五
）年
に
は
、
再
び
九
州
帝
国
大
へ
戻
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

法
律
学
の
研
究
室
で
は
副
手
、
次
い
で
助
手
と
し
て
一
九
四
四

（
昭
和
十
九
）年
三
月
ま
で
勤
務
す
る
。
こ
の
間
の
一
九
四
三（
昭
和

一
八
）年
七
月
、
高
等
文
官
試
験
の
司
法
科
試
験
に
合
格
す
る
。
今

で
い
え
ば
司
法
試
験
で
あ
る
。
こ
れ
に
合
格
す
る
と
所
謂
法
曹
三

者（
判
事
、
検
事
、
弁
護
士
）に
登
用
さ
れ
る
資
格
が
与
え
ら
れ
る

の
で
あ
っ
た
が
、
実
際
女
性
が
判
事
、
検
事
に
な
る
道
は
閉
ざ
さ
れ

て
い
た
。
わ
ず
か
に
、
一
九
三
六
年
の
弁
護
士
法
改
正
を
受
け
て
、

一
九
四
〇
年
に
初
の
女
性
弁
護
士
三
名
が
誕
生
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

　

千
恵
子
は
、
一
九
六
二
年
二
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の「
そ
れ
は
私
で
す
」に

出
演
し
た
中
で
、「
元
々
私
は
学
問
と
し
て
法
律
を
勉
強
し
、
ゆ
く

ゆ
く
は
教
授
に
で
も
な
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
法
律
の
面
で
も
女
性

が
軽
く
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
不
満
を
持
っ
て
い
ま
し
た
」と
自
己

紹
介
し
て
い
る
が
、
研
究
者
か
ら
法
曹
の
道
を
志
し
た
背
景
に
は
、

恩
師
舟
橋
教
授
の
導
き
と
同
時
に
こ
の
よ
う
な
動
機
付
け
も
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

　

な
お
、
女
性
が
は
じ
め
て
高
等
文
官
試
験
司
法
科
試
験
に
合
格
し

た
の
は
一
九
三
八
年
の
こ
と
で
あ
り
、
一
九
四
八
年
ま
で
の
間
に
八

名
が
合
格
し
た
。

戦
時
下
の
東
京
生
活

　

一
九
四
四（
昭
和
十
九
）年
四
月
、
千
恵
子
は
五
年
に
わ
た
る
福
岡

で
の
学
究
生
活
に
別
れ
を
告
げ
上
京
す
る
。「
軍
事
保
護
院
」の
援
護

会
監
事
に
赴
任
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
組
織
は
、
も
と
も
と
戦

傷
者
保
護
を
目
的
と
し
た「
廃
兵
院
」を
起
源
と
し
、
同
時
に
遺
族
支

援
な
ど
も
行
っ
て
い
た
。
当
時
は
厚
生
省
の
外
局
と
し
て
戦
傷
者
の

み
な
ら
ず
婦
人
の
教
育
訓
練
な
ど
も
そ
の
範
疇
に
含
ま
れ
て
い
た
の

で
あ
っ
た
。

　

千
恵
子
の
初
仕
事
は
、
指
導
課
長
代
理
と
し
て「
勤
労
女
子
青
年

錬
成
所
」の
指
導
で
あ
っ
た
。
こ
の
錬
成
所
は
、
戦
時
統
制
の
非
常
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措
置
に
よ
り
白
梅
学
園
の
前
身
東
京
家
庭
学
園
が
改
組
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
学
校
で
あ
る
。

　

千
恵
子
は
当
時
を
、「
思
い
起
こ
せ
ば
白
梅
学
園
に
お
世
話
に
な

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
九
州
帝
国
大
学
の
学
窓
か
ら
社
会
の
第
一

歩
を
歩
み
始
め
た
一
九
四
四
年
の
四
月
頃
か
ら
で
、
国
家
総
動
員
法

の
下
に
、
国
民
の
全
て
が
戦
争
へ
と
か
き
立
て
ら
れ
て
い
っ
た
、
そ

の
真
っ
只
中
で
あ
り
ま
し
た
。
学
園
も
学
生
も
好
む
と
好
ま
ざ
る
と

に
拘
わ
ら
ず
、
否
応
な
く
戦
時
体
制
下
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
て
い
た

時
で
し
た
。
私
は
、
本
務
官
職
で
あ
る
軍
事
保
護
院
か
ら
学
園
に
出

向
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
す
。
悪
い
言
葉
で
言
え
ば
、
学
園
の
お
目
付

役
に
送
り
出
さ
れ
た
の
で
す
。」と
し
て
、
こ
こ
で
指
導
や
講
義
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
端
緒
を
記
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
千
恵
子
は
こ
こ
で
、
終
生
厚
い
友
情
を
分
か
ち
合
っ
た
樋

口（
当
時
は
小
松
姓
、
後
の
白
梅
学
園
理
事
長
、
短
大
学
長
）愛
子
と

出
会
う
こ
と
に
な
る
。
樋
口
は
千
恵
子
よ
り
三
歳
年
長
。
家
庭
学
園

創
立
者
小
松
謙
助
の
長
女
で
、
東
北
帝
国
大
学
で
心
理
学
を
学
び
、

創
立
当
時
か
ら
主
事
と
し
て
学
校
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
二
人
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
一
九
四
四（
昭
和
十
九
）年
は
、
千
恵
子
は
婚
姻
に
よ

り
門
上
姓
と
な
っ
た
。
二
人
の
共
通
の
友
人
が
引
き
合
わ
せ
、
も
と

も
と「
独
身
主
義
」で
あ
っ
た
が
、
知
り
合
っ
て
程
な
く
式
を
あ
げ
る

と
い
う
電
撃
結
婚
で
あ
っ
た
。
築
地
本
願
寺
で
行
わ
れ
た
仏
前
結
婚

式
に
は
、
小
松
謙
助
、
樋
口
愛
子
ら
錬
成
所（
家
庭
学
園
）関
係
者
も

出
席
し
た
と
い
う
。
夫
君
と
な
る
門
上
秀
叡
は
北
海
道
富
良
野
出
身

の
哲
学
者
。
後
に
東
京
経
済
大
学（
当
時
は
大
倉
高
商
）の
教
授
を
つ

と
め
、
理
事
も
歴
任
し
、
最
後
は
名
誉
教
授
と
な
っ
た
。
ゲ
オ
ル
グ
・

ク
ラ
ウ
ス
の『
記
号
論
理
学
』の
翻
訳
や
古
陶
磁
の
研
究
な
ど
で
も
知

ら
れ
て
い
る
。

　

千
恵
子
に
と
っ
て
こ
の
一
九
四
四
年
は
、
上
京
、
就
職
、
女
学
校

へ
の
出
向
、
空
襲
、
そ
し
て
結
婚
な
ど
、
身
辺
的
に
は
激
動
の
時
代

で
あ
っ
た
。

わ
が
国
初
の
女
性
検
事

　

一
九
四
五（
昭
和
二
十
）年
八
月
十
五
日
、
終
戦
を
機
に
日
本
社
会

は
激
変
し
た
。
女
性
の
地
位
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
日
本
に
お

け
る
女
性
の
地
位
は
、
旧
憲
法
下
の
民
法
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
封

建
的
、
家
父
長
的
な「
家
」制
度
の
下
、
法
的
に
も
低
い
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
参
政
権
を
は
じ
め
有
形
無
形
の
差
別
が
あ
り
、

社
会
的
に
女
性
に
不
平
等
な
社
会
と
な
っ
て
い
た
。

　

一
九
四
六（
昭
和
二
一
）年
十
一
月
、
新
憲
法
が
発
布
さ
れ
、
個
人

の
尊
厳
と
男
女
平
等
の
精
神
が
う
た
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。翌
年
、

千
恵
子
は
法
務
省
に
入
る
。
そ
し
て
、
一
九
四
九
年
七
月
、
日
本
で

初
の
女
性
検
事
と
な
る
。

　

旧
制
度
で
の
高
等
文
官
試
験
司
法
科
試
験
合
格
者
は
司
法
試
験
免
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除
に
な
り
、
裁
判
官
、
検
事
、
弁
護
士
と
い
う
所
謂
法
曹
三
者
へ
の

道
が
開
け
て
い
た
。千
恵
子
は
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
検
事
を
選
ん
だ
。

こ
の
深
層
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
が
、「
九
州
帝
国
大
学
で
の
学

び
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
理
念
で
あ
り
、
こ
の
精
神
か
ら
、
巨
悪
を

眠
ら
せ
て
は
い
け
な
い
と
法
曹
の
道
か
ら
検
察
官
検
事
を
選
ん
だ
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

検
事
と
し
て
の
千
恵
子
は
、「
初
の
女
性
検
事
と
し
て
職
務
に
つ

い
て
も
、
女
性
の
立
場
か
ら
社
会
悪
に
対
処
し
て
き
ま
し
た
し
、
こ

れ
か
ら
も
そ
う
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」と
い
う
よ
う

に
、
女
性
の
視
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
た
。

　

そ
の
ひ
と
つ
が
各
分
野
を
主
導
す
る
女
性
た
ち
と
連
携
し
た
活
動

で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
、
女
性
解
放
や
平
和
運
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

婦
人
運
動
が
一
気
に
花
開
い
た
時
期
で
あ
る
が
、
千
恵
子
も
樋
口
愛

子
等
と
共
に
こ
の
輪
に
加
わ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
に
は
、
家
事
調
査

委
員
の
田
邊
繁
子
、
大
浜
英
子
、
人
権
擁
護
局
の
渡
部
英
恵
子
、
判

事
石
渡
満
子
ら
と「
婦
人
人
権
擁
護
同
盟
」の
結
成
に
加
わ
り
、
当
事

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
少
年
少
女
の
人
身
売
買
の
実
態
調
査
や
法

律
相
談
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

一
九
五
二
年
に
出
射
義
夫
と
の
共
著
と
し
て
出
版
さ
れ
た『
女
性

犯
罪
』で
は
、
女
性
犯
罪
者
の
実
態
を
実
例
を
あ
げ
な
が
ら
報
告
し

て
い
る
。
そ
こ
で
は
当
事
者
た
る
検
事
な
ら
で
は
の
実
体
験
に
基
づ

く
犯
罪
事
実
を
検
証
し
て
い
る
が
、
女
性
の
お
か
れ
て
い
る
歴
史
的

視
点
や
時
代
的
背
景
へ
の
考
察
も
忘
れ
て
は
い
な
い
。
千
恵
子
は
こ

の
書
の
結
語
と
し
て
、「
根
本
は
国
家
社
会
の
構
造
そ
の
も
の
の
問

題
で
あ
る
こ
と
を
人
々
は
知
っ
て
い
る
。
日
々
無
数
に
生
起
し
て
い

る
一
つ
一
つ
の
問
題
の
処
理
と
取
り
組
み
な
が
ら
、
同
時
に
そ
れ
が

つ
ら
な
っ
て
い
る
こ
の
根
本
ま
で
思
い
を
い
た
し
な
が
ら
、
さ
し
当

た
っ
て
出
口
を
ひ
ら
い
て
い
る
さ
さ
や
か
な
努
力
を
積
み
上
げ
て
ゆ

か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
思
う
の
で
あ
る
。」と
書
い
て
い
る
。
検
事

と
い
う
立
場
か
ら
社
会
を
よ
く
し
て
い
こ
う
と
思
い
が
込
め
ら
れ
た

言
葉
で
あ
る
。

　

ま
た
、
千
恵
子
は
検
事
と
し
て
の
生
き
甲
斐
を
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。「
世
の
中
に
は
、
検
事
と
い
う
と
血
も
涙
も
な
い
鬼
の
よ

う
な
存
在
だ
と
思
う
方
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
起
訴
猶
予
に

し
た
人
が
更
正
の
手
紙
を
寄
越
し
た
り
、
元
気
な
姿
で
訪
ね
て
き
た

場
合
、
心
の
底
か
ら
や
り
が
い
を
感
じ
喜
び
を
い
だ
い
て
い
る
検
事

の
姿
も
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」。

白
梅
学
園
と
の
関
わ
り

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
白
梅
学
園
と
の
出
会
い
は
戦
時
中
に
遡
る
。

千
恵
子
は
、
小
石
川
の
指
ケ
谷
町
に
あ
っ
た「
勤
労
女
子
青
年
錬
成

所
」に
、
軍
事
保
護
院
か
ら「
お
目
付
役
」と
し
て
出
向
し
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
錬
成
所
は
、
白
梅
学
園
の
前
身
で
あ
る
東
京
家
庭
学
園

が
決
戦
下
の
非
常
措
置
で
改
組
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
仮
の
姿
で
あ
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に
戦
前
の
女
性
に
と
っ
て
狭
き
帝
国
大
学
の
門
を
く
ぐ
り
、
学
問
と

生
き
る
道
を
模
索
し
た
二
人
に
は
、
何
か
共
鳴
す
る
部
分
が
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

戦
時
中
と
は
い
え
、
錬
成
所（
学
園
）は
、
各
界
の
著
名
な
学
者
を

招
く
な
ど
、
名
前
か
ら
想
像
で
き
な
い
充
実
し
た
教
育
を
行
っ
て
い

た
。
ま
た
主
事
と
生
徒
の
人
間
関
係
が
密
接
で
、
当
時
助
手
と
し
て

勤
務
し
た
田
中
未
来（
元
白
梅
学
園
短
期
大
学
長
）に
よ
れ
ば
、「
教

員
と
生
徒
が
深
い
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
此
処
こ
そ
が
、
真
の

教
育
の
場
で
あ
り
、
自
分
が
長
い
間
探
し
求
め
て
い
た
青
い
鳥
を
見

つ
け
た
気
持
ち
」と
い
う
よ
う
に
、
温
か
い
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。

　

大
学
の
研
究
室
か
ら
社
会
へ
の
第
一
歩
を
歩
み
出
し
た
千
恵
子
に

と
っ
て
、「
軍
事
保
護
院
」よ
り
、
ど
こ
か
リ
ベ
ラ
ル
な
雰
囲
気
や
音

楽
な
ど
文
化
の
香
り
が
残
っ
て
い
た
錬
成
所
に
親
近
感
を
抱
い
た
と

し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
こ
こ
で
の
交
流
の
様
子
は
、
千
恵
子
の

結
婚
式
に
も
新
婦
側
と
し
て
小
松
謙
助
以
下
の
教
職
員
が
出
席
し
て

い
る
し
、
樋
口
愛
子
な
ど
は
新
居
の
同
潤
会
青
山
ア
パ
ー
ト
に
も
し

ば
し
ば
訪
れ
た
と
い
う
こ
と
で
も
窺
え
る
。
ま
た
、
夫
君
秀
叡
氏
も

錬
成
所
の
生
徒
の
た
め
の
食
料
買
い
出
し
に
か
り
出
さ
れ
る
な
ど
学

園
と
関
係
が
で
き
は
じ
め
て
い
る
。

　

こ
の
頃
に
な
る
と
戦
局
は
も
は
や
敗
戦
必
至
と
い
う
状
況
で
、
東

京
は
連
日
Ｂ
29
に
よ
る
空
爆
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
千
恵
子
は
、

一
九
四
五
年
五
月
の
大
空
襲
で
学
園
の
建
物
設
備
一
切
が
焼
失
し
移

る
。
も
と
も
と
家
庭
学
園
は
、
社
会
教
育
協
会
の
創
立
者
小
松
謙
助

に
よ
り
一
九
四
二（
昭
和
十
七
）年
に
設
置
さ
れ
た
女
子
の
た
め
の
教

育
機
関
で
、
初
代
学
園
長
穂
積
重
遠
の
下
で
自
由
や
教
養
を
重
視
し

た
校
風
を
特
色
と
し
て
い
た
。

　

千
恵
子
に
と
っ
て
も
、
こ
の
時
点
で
は
、
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
学

校
で
あ
り
、
終
生
か
か
わ
る
こ
と
に
な
る
と
は
予
想
だ
に
し
て
い
な

か
っ
た
に
違
い
な
い
。
事
実
、
初
登
校
に
際
し
て
事
前
の
情
報
も
な

か
っ
た
よ
う
で
、「
ど
ん
な
学
校
だ
ろ
う
」、「
ど
ん
な
先
生
が
い
る

の
だ
ろ
う
」と
書
い
て
い
た
。
そ
れ
が
、
初
対
面
の
樋
口（
小
松
）愛

子
主
事
と
意
気
投
合
し
、
そ
の
立
場
が
す
ぐ
に
変
化
し
て
い
る
。

　

千
恵
子
は
樋
口
の
印
象
を
、「
愛
子
先
生
と
初
め
て
お
会
い
し
た

そ
の
日
、
意
気
投
合
し
て
お
そ
く
ま
で
、
戦
争
の
こ
と
、
結
婚
の
こ

と
等
か
た
り
あ
っ
て
、
手
づ
く
り
の
さ
つ
ま
い
も
の
煮
付
け
を
ご
馳

走
に
な
り
、
警
戒
警
報
発
令
中
お
互
い
に
手
に
手
を
に
ぎ
り
し
め

て
校
門
を
で
た
こ
と
も
い
ま
で
は
思
い
出
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。」そ
し
て
、「
今
後
と
も
学
園
を
宜
敷
ね
」と
ぎ
ゅ
っ
と
私
の
手
を

握
り
締
め
た
あ
の
日
か
ら
、
学
園
･
愛
子
先
生
と
は
切
っ
て
も
切
れ

な
い
関
係
と
な
り
ま
し
た
。」と
記
し
、
さ
ら
に「
長
い
間
求
め
て
い

た
友
人
に
会
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
て
、
こ
の
上
も
な
く
喜
び
、
九

州
か
ら
の
こ
の
こ
や
っ
て
き
た
甲
斐
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
と
て
も
う

れ
し
く
、
又
そ
の
反
面
私
の
一
面
に
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
恐
ろ

し
い
感
じ
も
し
た
も
の
で
し
た
。」と
書
い
て
い
る
。
年
も
近
く
、
共
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転
先
の
仮
教
室
で
授
業
を
し
た
こ
と
な
ど
を
、「
悲
し
い
乍
ら
も
、

今
は
懐
か
し
い
思
い
出
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
」と
記
し
て
い
る
が
、

極
限
状
況
の
中
で
、「
官
」と「
民
」を
超
え
た
連
帯
感
が
形
成
さ
れ
て

い
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

一
九
四
六（
昭
和
二
一
）年
、
東
京
家
庭
学
園
は
戦
中
戦
後
の
苛
烈

な
時
代
を
克
服
し
、
新
し
い
教
育
目
標「
生
活
の
科
学
化
、
社
会
化
、

芸
術
化
」を
掲
げ
再
開
を
果
た
す
。
そ
の
後
、
校
地
も
小
石
川
か
ら

杉
並
へ
と
移
転
し
た
。
し
か
し
、
新
天
地
で
の
意
気
込
み
と
は
裏
腹

に
、
終
戦
か
ら
間
も
な
い
こ
の
時
期
、
家
庭
学
園
の
よ
う
な
教
養
を

主
体
と
す
る
教
育
へ
の
志
願
者
は
少
な
く
、
生
徒
数
は
減
少
の
一
途

を
た
ど
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
学
園
の
経
営
は
大
変
な
困
難
に

直
面
し
て
い
た
。

　

そ
ん
な
中
、
千
恵
子
は「
社
会
学
」、「
法
学
」、
秀
叡
は「
倫
理
学
」

担
当
の
兼
任
講
師
と
し
て
出
講
し
て
い
た
が
、「
学
園
草
創
期
の
学

生
は
、
狭
い
汚
い
木
造
校
舎
の
中
で
、
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
生
き

生
き
と
勉
強
し
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
」と
常
に
温
か
い
ま
な
ざ
し

を
も
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
せ
い
も
あ
っ
て
、
学
園
に
は
物
心
両
面
の

支
援
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
当
時
を
よ
く
知
る
田
中
未
来（
元
短
大

学
長
）に
よ
れ
ば
、「
門
上
秀
叡
・
千
恵
子
夫
妻
を
は
じ
め
、
多
く
の

講
師
が
学
園
の
窮
状
を
見
か
ね
て
、
講
義
料
を
辞
退
し
、
交
通
費
ま

で
自
弁
で
、
献
身
的
に
講
義
を
つ
づ
づ
け
た
」と
い
う
よ
う
な
逸
話

も
あ
る
。

　

そ
ん
な
千
恵
子
の
人
柄
に
ふ
れ
て
敬
慕
の
念
を
い
だ
く
教
職
員
、

学
生
も
ふ
え
て
き
た
。
第
一
線
の
女
性
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る

憧
れ
も
あ
っ
た
が
、
気
さ
く
な
人
柄
、
そ
の
優
し
さ
温
か
さ
に
惹
か

れ
て「
門
上
フ
ァ
ン
」に
な
っ
た
者
も
多
く
い
た
と
い
う
。

　

ま
た
秀
叡
も
白
梅
の
学
生
の
面
倒
を
よ
く
見
た
。
卒
業
生
た
ち
に

請
わ
れ
て「
哲
学
」や「
倫
理
学
」の
勉
強
会
を
主
宰
し
、
あ
る
と
き
は

自
宅
で
、
あ
る
と
き
は
新
宿
御
苑
で
、
ま
た
あ
る
と
き
は
東
京
経
済

大
学
の
学
生
も
交
じ
り
、
喧
々
諤
々
の
意
見
を
闘
わ
せ
て
い
た
と
い

う
。
こ
の
勉
強
会
は
、
後
に「
種
蒔
く
会
」と
な
っ
て
長
く
つ
づ
い

た
。
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
米
山
千
恵（
元
白
梅
保
育
園
長
）に
よ

れ
ば
、
自
宅
で
は
議
論
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
千
恵
子
の
手
料
理
が
振

る
舞
わ
れ
る
の
が
楽
し
み
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

入
学
式
、
卒
業
式
な
ど
の
学
園
行
事
や
同
窓
会
な
ど
に
も
い
つ
も

夫
妻
で
参
加
し
て
い
た
。
短
期
大
学
同
窓
会
で
は
年
一
回
、
沖
縄
か

ら
北
海
道
ま
で
の
全
国
支
部
持
ち
回
り
で
総
会
を
開
催
し
て
い
る

が
、
夫
妻
の
参
加
は
恒
例
と
な
っ
て
い
た
。
門
上
夫
妻
に
会
う
こ
と

が
楽
し
み
で
遠
く
か
ら
参
加
す
る
卒
業
生
も
い
て
、
あ
る
意
味
で
古

き
良
き「
家
庭
的
」な
白
梅
学
園
の
象
徴
的
存
在
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
二（
平
成
十
四
）年
九
月
、「
門
上
先
生
ご
夫
妻
を
祝
う
会
」

が
吉
祥
寺
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
千
恵
子
の
米
寿
、
秀

叡
の
卒
寿
を
祝
お
う
と
、
白
梅
学
園
と
東
京
経
済
大
学
の
卒
業
生
が

企
画
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
白
梅
側
は
、
家
庭
学
園
、
短
期
大
学
同
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窓
会
、
種
蒔
く
会
が
、
東
京
経
済
大
学
側
は
門
上
ゼ
ミ
と
弓
道
部
が

中
心
と
な
り
、
百
名
を
超
え
る
盛
会
と
な
り
、
参
加
者
一
同
は
こ
れ

ま
で
の
感
謝
と
共
に
ま
す
ま
す
の
健
康
を
祈
念
し
た
。
千
恵
子
は
こ

の
会
の
開
催
が
殊
の
外
う
れ
し
か
っ
た
ら
し
く
、参
加
者
全
員
に「
あ

の
嬉
し
い
感
激
の
日
」で
は
じ
ま
る
礼
状
を
出
し
て
い
る
。

生
涯
現
役

　

千
恵
子
は
学
園
で「
憲
法
」や「
法
学
」を
講
ず
る
ば
か
り
で
な
く
、

一
九
八
一（
昭
和
五
十
六
）年
に
は
理
事
に
就
任
し
て
い
る
。
法
律
家

と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
幅
広
い
見
識
、
そ
し
て
学
園
と

の
歴
史
的
な
か
か
わ
り
の
部
分
も
嘱
望
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

学
園
は
、
小
平
移
転
、
短
期
大
学
の
学
科
増
、
高
等
学
校
の
設
置
な

ど
で
規
模
も
大
き
く
な
り
、
多
様
な
人
材
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な

り
、「
学
園
」と
い
う
共
同
体
意
識
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
が
必
要

な
時
期
に
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
人
選
は
建
学
の
精
神

を
承
継
す
る
と
い
う
意
味
で
も
時
宜
を
得
た
必
然
的
な
も
の
と
い
え

る
の
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
千
恵
子
に
は
、「
心
の
友
」で
あ
っ
た

亡
き
樋
口
愛
子
が
心
血
を
注
ぎ
育
ん
で
き
た
学
園
の
流
れ
を
大
切
に

守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
自
負
と
使
命
感
も
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

理
事
の
在
任
期
間
は
実
に
三
十
有
余
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
終
生

の
も
の
と
な
っ
た
。
弁
護
士
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
家
裁
の
調
停
委

員
、
関
東
管
区
警
察
学
校
の
講
師
な
ど
内
外
に
多
忙
な
日
々
を
極
め

る
中
、
年
数
回
の
理
事
会
に
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
見
せ
て
い
た
。
公
判

か
ら
直
接
来
校
し
、
理
事
会
終
了
後
に
は
接
見
の
た
め
留
置
場
に
出

向
く
と
い
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

　

筆
者
は
理
事
会
で
千
恵
子
と
度
々
同
席
し
て
い
る
が
、
機
会
あ
る

事
に「
私
学
に
と
っ
て
建
学
の
精
神
を
継
承
す
る
こ
と
が
如
何
に
重

要
で
あ
る
か
」、「
学
園
と
関
係
し
て
良
か
っ
た
」と
熱
く
語
っ
て
い

た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
学
園
に
一
本
筋
を
通
し
、
正

し
く
導
こ
う
と
す
る
強
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
い
た
。

　

一
九
九
九（
平
成
十
一
）年
、
世
紀
末
の
こ
の
と
き
に
関
連
し
た
一

冊
の
本
が
刊
行
さ
れ
た
。『
女
た
ち
の
20
世
紀
・
1
0
0
人
―
姉
妹

た
ち
よ
』と
題
さ
れ
、「
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
、
今
よ
り
ず
っ

と
困
難
だ
っ
た
時
代
。
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
や
失
意
に
立
ち
向
か
い
、

自
ら
の
生
を
輝
か
せ
、
私
た
ち
の
歩
く
道
を
切
り
拓
い
て
く
れ
た
女

た
ち
が
い
た
」と
い
う
趣
旨
で
、
矢
島
楫
子
、
荻
野
吟
子
、
津
田
梅
子
、

安
井
て
つ
、
ら
の
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
の
中
に
、「
初
の
女
性
検
事
」と

し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
女
性
法
律
家
と
し
て
の
先
駆
的
役
割

が
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

千
恵
子
は
、
九
十
歳
を
超
え
て
も
な
お
弁
護
士
業
務
、
学
園
の
理

事
も
つ
づ
け
て
い
た
。
傍
目
か
ら
は
、
相
変
わ
ら
ず
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
で
元
気
そ
う
に
見
え
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
四（
平
成
十
六
）年
七

月
、
腹
痛
を
訴
え
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
に
入
院
を
す
る
。
大
腸
ガ
ン

に
よ
る
腸
閉
塞
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
夫
秀
叡
が
二
〇
〇
六
年
一
月
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十
四
日
に
九
十
四
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、
流
石
に
寂
し
そ
う
で

あ
っ
た
。
葬
儀
か
ら
間
も
な
い
あ
る
日
、
筆
者
は「
私
が
仕
事
を
つ

づ
け
て
こ
れ
た
の
は
秀
叡
先
生
の
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」と
語

っ
て
い
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
が
、
偽
ら
ざ
る
心
境
で
あ
っ
た
に
ち

が
い
な
い
。

　

こ
の
頃
か
ら
千
恵
子
は
体
調
の
衰
え
が
目
立
ち
、
翌
二
〇
〇
七

（
平
成
十
九
）年
八
月
六
日
、
自
宅
で
家
族
に
見
守
ら
れ
な
が
ら

九
十
二
年
の
生
涯
を
終
え
る
こ
と
に
な
る
。
夫
秀
叡
の
元
に
旅

立
つ
こ
と
に
な
っ
た
そ
の
顔
は
や
す
ら
か
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
人
生
は
、
女
性
に
道
を
拓
き
、
道
を
拡
げ
て
き
た
、
芯
の
通

っ
た
生
き
方
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

後
日
、
三
鷹
の
自
宅
か
ら
ほ
ど
近
い
禅
林
寺
で
の
葬
儀
に
は
、
白

梅
学
園
の
関
係
者
、
卒
業
生
が
全
国
か
ら
駆
け
つ
け
そ
の
死
を
悼

ん
だ
。
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